
吸入用器具レスピマット®の使用方法
～吸入時のポイント～

レスピマット®操作練習用キットなどを用いて､実際の吸入
前準備のお手本を見せましょう。

お手本を見せましょう

COPD治療をレスピマット®で行う際、
高齢患者さんを中心に「同調がうまくい
かない」「もれる、むせる」といった吸入
方法へのご意見や、操作性に関する
お問い合わせを多くいただいており
ます。そのため、本冊子では高齢患者
さんへの吸入指導にフォーカスを当て、
吸入時のポイントや留意点のほか、吸入
練習笛を活用した指導などについて
ご紹介いたします。

1回の説明だけでは操作方法を理解できない患者さんも
います。再診時に普段の吸入手技を見せてもらい、間違っ
ているところがないかチェックします。

[スピオルト®レスピマット®、スピリーバ®レスピマット®の販売名類似による取り違え注意のお願い]
スピオルト®、スピリーバ®1.25μg並びにスピリーバ®2.5μgの処方、処方監査、調剤、吸入指導の際には、薬剤名と
効能・効果を必ず確認いただきますようお願い申し上げます。

患者さんの操作方法を
確認しましょう（再診時）

レスピマット®を実際に患者さんに操作してもらいます。
対面よりも隣に並び、右手と左手の動きを同じようにす
ると患者さんもわかりやすいでしょう。

実際にやってもらいましょう
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吸入指導の基本的な流れ

監修：株式会社スマイル・ガーデン 代表取締役 　村尾 孝子 先生
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毎日の吸入方法

透明ケースを回す

1

ゆっくり吸う

3

キャップを閉じもう一度①～③を繰り返す。吸入は1日1回2吸入行う。

●  息をゆっくり最後まで吐き出し、マウスピース
（吸入口）をしっかり口にくわえる。
● 息を口からゆっくりと吸いながら、噴霧ボタンを
押し、できるだけゆっくり肺いっぱいに息を吸い
込む。

● 苦しくならない程度に、息を止める。

繰り返す4

キャップを開ける

2

キャップを閉じた
状態で上向きにして
回す。

キャップ横の小さ
な突 起を下から
持ち上げるように
して開ける。

キャップ

透明
ケース

右に180度

カチッ

マウス
ピース
［吸入口］

噴霧ボタン

通気孔

の吸入を練習する笛・使用方法

笛の使い方（3ステップ）

注：音が長く鳴るように吸ってください

ピー

レスピマット®の吸入の確認・練習には専用の笛をご活用いただけます

吹き口を
上から見ると
横長の
楕円形です。

この部分を
くわえてください。

これは、レスピマット®の吸入を練習するための笛です。薬剤は含まれていません。

ボタン部分を下になるように
持ってください。

1 息を吐きます。

2 笛をくわえます。

3 ゆっくり大きく吸います。

笛の形が変更になりましたが、
使い方には変更ございません

レスピマット®の吸入準備や吸入方法の動画は
二次元コードからご覧いただけます。



吸入の効果を確認する方法

q 吸入練習笛で長く音が鳴るか
をチェック

q 「喉の奥に空気の流れを感じま
すか？」と尋ねる（ホー吸入）　

q 可能であれば、その日の定期
吸入を来院／来局時に行って
もらい、吸入操作を患者さんと
一緒に確認

レスピマット®吸入指導のポイント

ゆっくり最後まで 
息を吐き出す

1

吸入口をしっかり
くわえ､息を吸いながら
噴霧ボタンを押す

この時､吸入口をしっ
かりくわえ、吸入口の
下に舌を入れるのが
ポイント！

「ホー｣と発音する
口の形で吸入すると、
薬剤が肺まで届き
やすい

2

できるだけゆっくり
肺いっぱいに
息を吸い込む

3

苦しくない程度に
息を止め､その後､
ゆっくり息を吐き出す

4

吸入時のポイント！

くわえながらでは
息を吐き出せない

勢いよく息を吸うと
むせやすい

息が続かない患者さんは、息を吸うと同時
に噴霧ボタンを押す

舌を下げないと、薬剤
が舌に当たってしまい、
気管まで届きにくい

注意点

監修：近藤内科医院 院長　近藤 りえ子 先生

ぜつ さ

舌下げ吸入 (ホー吸入 )
詳しくはこちら

どうしてもむせるという患 者さんには
「スペーサー」の使用を考慮



キャップを閉じた状態で、安全
止めを押しながらはずす｡

上部のシールを
突き破り抵抗を
感じるところま
でまっすぐカート
リッジを挿入する。
その後テーブル
などの平らな所
に置き、まっすぐ
押し込む。

吸入前に必要な準備

透明ケースをはずす カートリッジを挿入

1 2

キャップを閉じた
状態で上向きに
して回す。回転さ
せると、カートリッ
ジの底部が1cm
程度透明ケース
から見える状態に
なる。

透明ケースを装着 透明ケースを回す

3 4

キャップ横の小さな突起を下か
ら持ち上げるようにして開ける。

下に向け噴霧ボ
タンを押す。噴霧
ボタンを押すと
カートリッジの底
部は2～3mm程
度に戻る。

④～⑥の操作をミスト（霧）が見えるまで行った後、さらに3回同じ操作（④～⑥）を繰り返す。テスト噴霧（空打
ち）は、吸入可能な回数には含まれない。準備完了後、60吸入製剤では60噴霧（30日分）、28吸入製剤では
28噴霧（14日分）吸入が可能。

キャップを開ける

吸入準備を完了させる

下に向け噴霧ボタンを押す
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キャップ
安全止め
透明ケース

噴霧ボタン

カートリッジ
2～3mm見える

2～3mm 約１cm

ガチャ

カチッ

右に180度

回す前 回した後



診 療 サ ポ ートツール・患 者 さん 向 け 資 材 オー ダー シ ート
診療サポートツールや患者さん向け資材は、以下の方法でお取り寄せができます。是非、ご活用ください。

【  その 他 、各資 材のオーダーに関する注 意事 項  】
■ �回 のご注 文 でお 受けできる指 導 箋 の 部 数は 各� � 部までとなっております 。
■ お 申し込 み 内 容 に関して 、確 認のため直 接お 電 話させていただく場 合 がござ

います 。
■ 発 送まで�～２営業日を予定しております 。
■ 年末年始などはお時間を頂戴することがございます。あらかじめご承知おきください

ますようお願い申し上げます。

ご希望資材は、　　　　　　　　　　　　 からもオーダーができます。
 （  ht tps://w w w.bij-kusuri.jp/request/）
上記URLもしくは二次 元コードからお申し込みください。

「資材WEBオーダー」

希 望 送 付 先

施 設 名

住 　 所 〒　　　　　-

（ ）電話番号

お 名 前

部 署 名

資 材コード

部

資 材 名 部 数 資 材コード 資 材 名 部 数
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部

吸入用器具
レスピマット®の
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ご希望資材の必要部数をご記入の上、下記FAX番号まで送信してください。

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社DIセンター FAX：����-���-���
※FA Xご利用の際は、こちらのページをコピーしてご活用ください。

������　����年��月作成

レスピマット®
吸入練習笛






